
アセスメント表（課題チェック表） （課題設定用＜事前＞） 

認知症ケア能力 項 目 評 価 項 目 
課題 

☑ 

現場の中で起こっている事 

【根拠となる事】 

認知症ケアに必

要な知識の習得

度 

 

基礎知識 認知症に関する施策 オレンジプランの内容と動向の理解 □  

業務優先になりがち 

 

認知症の進行についてあまり深く考えて

いない様子がある。 

 

基本理念 パーソンセンタードケアの理解 ■ 

認知症の基礎知識 

 

認知症の定義 認知症の定義、健忘やせん妄、うつとの違いを理解 □ 

診断基準 医学的な健康基準の理解 □ 

原因疾患の種類と特徴 原因疾患の種類、認知機能障害の特徴、脳機能と障害の理解 □ 

認知機能障害（中核症状） 記憶障害、見当識障害、実行機能障害、失行、失認等の理解 □ 

薬物療法 認知症薬の種類と特徴、効果の理解 □ 

認知症の重症度 認知症の進行と症状の特徴を理解 ■ 

BPSDの基礎知識 

 

BPSDの定義 BPSDの意味や定義を理解 □ 

BPSDの種類と特徴 BPSDの種類と特徴 □ 

BPSD に関連する要因の

種類と関係 

BPSDに影響する認知機能障害とはなにか、どのように影響しているかを理解 ■ 

BPSDに影響する疾患や薬剤、健康状態、身体機能とはなにか、関連性を理解 □ 

BPSDに影響する周囲の環境刺激とはなにか、関連性を理解 ■ 

BPSDに影響する他者との関係性とはなにか、関連性を理解 □ 

BPSDに影響する心理状態とはなにか、関連性を理解 □ 

BPSDに影響している要因間の関連性を理解 ■ 

原因疾患別の BPSD の特

徴 

原因疾患別の BPSDの特徴を理解 □ 

 

認知症ケアにお

けるアセスメン

ト能力 

 

アセスメント 

 

BPSDへの介護目標 BPSDの緩和だけでなく予防を視野に入れた、生活目標の重要性の理解 ■ BPSDについて少しは知っているが、そ

れに対する緩和や予防などは意識してい

ない。 

 

生活環境についての意識が低い 

BPSD への介護に必要な

アセスメント視点 

 

BPSDの症状の様態 □ 

発症時の表情、行動、発言 □ 

認知機能および障害の種類と程度 □ 

心理状態や気持ち □ 

身体機能、健康状態、体調 □ 

周囲の環境状態（住環境、刺激） ■ 

他者との関係性（他の高齢者、家族、職員等） □ 

生活状況（ADL、日課、活動、生活スタイル、趣味、嗜好等） ■ 

 

認知症ケアにお

ける介護方法 

 

BPSDへの介護 

 

BPSD への介護に必要な

方法を実行できる 

 

医師、看護師、PT、OT等と協力し、身体的な要因を緩和、調整することができる。 □  

BPSDの要因のアセスメントや心理状態を安定するためのコミュニケーションができる。 □ 

BPSDの要因改善や、快適な生活支援のための住環境や刺激の調整ができる。 □ 

心理的な安定、健康管理、環境適応の促進、意欲の向上等を実現するための活動機会を提供することができる。 □ 

ほかの高齢者、家族、職員との関係状態に応じた関係性の調整ができる。 □ 

 

認知症ケアにお

ける介護評価 

取り組みへの評価  BPSDの頻度や重症度の変化を評価することが出来る。 ■ なぜ BPSDの頻度が多くなったのか原

因を探っていない 高齢者の心理状態の変化を評価することができる。 □ 

高齢者の生活状況や質の変化を評価することができる。 ■ 

認知症介護実践リーダー研修（自施設実習） 





参考資料２ 

指導に関してのアンケート（箇条書きでも大丈夫です） 

 

１・ユニット指導を行っていくうえでの考え方やどのように行っているか聞かせてくださ

い 

・利用者に対するケアの統一 

 利用者、職員ともに混乱する事になる→他の職員と話し合いや連絡ノートを使い共有。 

 

・ユニット職員の思いや考えの把握 

 スタッフのアイデアをもとにより良いケアに繋がるのではと考えている→具体例を上げ

ながら提案、相談、ヒアリングを行っている。 

 

・提案、課題に対して早い対応を心掛けている。 

 

 

 

２・ユニット指導を行っていくうえでの困りごとはありますか？ 

・ケアの統一が出来ているのか。確認方法や細かいところまで見ていくと出来ていないこと

が多いと考えている。 

 

・介護量が増えてきた現状でどうにかして負担軽減ができないか。 

 

・ユニットメンバーの話を時間をさいて聴くことが出来ていない。自分自身の事でいっぱい

になっていることが多い。 

 

 

 

３・どのようなユニットリーダーになりたいですか？ 

 ユニットリーダーとして、利用者に対しては心地よい生活空間、環境の整備を行っていく。 

 職員に対しては、働きやすい職場環境作り、各職員が自身で物事を考える事ができるよう

になり、ユニット内の介護力の底上げを図りたい。 



           参考資料３ 

協力スタッフの指導方法とあなたの意見について 

 

 

問１ あなたに分からない事がありユニットリーダーに質問しました 

   どのような方法で教えてくれますか？ 

１ 自分で考える事が多い  ２ 考える事はあまりない  ３ 答えを教えてくれる 

４ 見当違いな答えが返ってくることが多い 

 

２：一人 

３：二人 

 

問２ 指導内容は分かりやすいですか？ 

１ とても分かりやすい  ２ 分かりやすい  ３ 普通  ４ 分かりにくい 

 

２：三人 

 

問３ あなた自身認知症についてどの程度理解していると思いますか 

 １ とても理解している  ２ 理解している  ３あまり分からない   

 ４ 全然理解していない 

 

２：二人 

３：一人 

 

問４ 自由に書いてください（箇条書きで大丈夫です） 

  ※野田君の良いところや悪いところ、このような指導をしてほしい 

   どのようなユニットケアにしていきたいかなどなど 

 

・親身になって相談を聞いてくれてアドバイスをくれるので相談しやすい。 

・意見を言った時に必ずいい点をあげてくれる。 

・問題点、改善点を考えてくれるので相談しやすい。 

・ちょっとした気になる事でも丁寧に教えていただけるので助かります。 















































コーチング研修<人材育成の知識と技術> テスト 
西暦 20 年 月  日  氏名        部署       

問１ 育てる側に求められる、４つの役割を答えましょう。①から出題 
   （                                                                                    ） 
問２ 育てる側に必要な３つの力とは何でしょうか？①から出題 

（                                                             ） 
問３ チーム力はリーダーの影響を受けやすいものです。リーダーはどのような存在であるべきでしょうか？ 
  （                                                                                   ）①から出題 

問４ エゴグラムから読み取れる５種類のリーダーシップ像をあげてください。（各２点×５）②から出題 
（       

                                                                                ） 
問５ 人材育成のポイントを３つあげてください。②から出題 

（                                                                                           
   ） 

問６ スーパービジョンとコーチングの違いを説明してください。③から出題 
（                                                 ） 

問７ コーチングとティーチングの違いを説明してください。③から出題 
（                                                      ） 

問８ コーチングの前にティーチングが必要な理由を説明してください。③から出題 
（                                                 ） 

問９ ティーチングにおける言葉掛けで気をつけることは何ですか？③から出題 
（                                                          ） 

問 10 コーチングの３つのスキルをあげてください。③から出題 
（                                                                             ） 

問 11 コーチングにおける質問の目的や効果をあげてください。④から出題 
（                                                        ） 

問 12 傾聴における大切な姿勢のひとつに「先入観を捨てること」があります。なぜ、先入観を持つことが 
     良くないのでしょうか？④から出題 

（                    
                                                                                      ） 

問 13 承認における大切な姿勢（スキル）、存在承認・成長承認の説明をしてください。④から出題 
（                                                                                        ） 

問 14 言動の改善や修正を促したい場合は、どのような姿勢で取り組みますか？ ④から出題 
（                                                                                             ） 

問 15 コーチングのメリット、デメリットをあげてください。④から出題  
メリット： （                                                                               ） 
デメリット：（                                                          ）  

問 16 質問スキル「まだ、出来ていないの？」を言い換えてみましょう。⑤から出題 
（                                                                ） 

問 17 「怒る」と「叱る」の違いを説明してください。⑦から出題 
（     

                                                                                       ） 
問 18 同業種、経験者中途採用の職員教育で留意すべき点は何ですか？⑦から出題  

（   
                                                                                        ） 

研修の感想 
     























介護リーダー養成研修テスト  西暦 20 年 月  日  氏名        部署       
 
問１ 以下の文章のカッコを埋めてください。①から出題 

コミュニケーションにおいては、相手との間に（        ）が築けていることが大前提である。 
問２ 以下の文章のカッコに入る番号を選択してください。①から出題 

人は、誰かの話を聞いているとき、話している人の話を聞きながら自分が（      ）と結び付け 
て理解している。 
１. 話していること   ２．体験したこと   ３．考えていること 

問３ 介護職の商品をスタッフと共有することは、どうして必要なのでしょう？②から出題 
（                                               ） 

問４ 介護リーダーの一番大切な役割とは何でしょうか？②から出題 
（                                               ） 

問５ 学習スタイルの利き感覚４つとは？②から出題 
   （                   ）（                          ） 

（                    ）（                           ） 
問６ もっともモチベーションを Down させる言葉は何でしょうか？ ③から出題 
     （       ）その理由とは？→（                                                        ） 
問７ 以下の文章のカッコを埋めてください。③から出題 

同じお茶を見ても反応が違うのは、過去の体験・経験・（      ）が違うからだと考えられる。 
問８ 以下の文章のカッコに入る番号を選択してください。③から出題 

人は、基本的に一つのことにしか（         ）を向けることができない。 
 １．無意識  ２．意識  ３．視線  

問９ 以下の文章のカッコを埋めてください。④から出題 
一緒に働いているチーム内で「報連相」の（       ）をもつことが大切である。 

問 10 以下の文章のカッコを埋めてください。④から出題 
コミュニケーションを機能させるには、自分が使っている言葉の意味と受け取る意味が一致して初めて

（           ）ができているということになる。 
問 11 以下の文章のカッコに入る番号を選択してください。④から出題 

「報連相」の確認は、話し手と聞き手の頭の中の（      ）が同じかどうかである。 
１．思っていること   ２．考えていること   ３．イメージ 

問 12 以下の文章のカッコを埋めてください。④から出題 
早い段階で問題を解決したいのであれば、何が問題なのかを明確にして、その問題がどうなることが 
（               ）なのかを考える必要がある。 

問 13 以下の文章のカッコを埋めてください。④から出題 
   脳は質問されて答えがわからないと（      ）ができる。（      ）が埋まるというのは、 

答えがわかったということである。 
問 14 以下の文章のカッコを埋めてください。④から出題 

スタッフに何かを教えたあとには、必ず（          ）が必要である。 
問 15 以下の文章のカッコを埋めてください。④から出題 

最高の（             ）は、自分がいらない状況をどれだけ作り出せるのかということにある。 

研修の感想 
     
 































認知症 ＢＰＳＤ対応研修 テスト  ⑤は事例紹介、⑥は演習のためテスト問題はありません。 
西暦 20 年 月  日  氏名        部署       

問１ 認知症の説明で、正しいものに○、誤りに×をつけてください。①から出題 
 （ ）認知症は先天的な障害である  （ ）認知症の認知機能低下は、一過性である 

（ ）認知症によって生活障害が起こる  （ ）認知症の主症状は、生活の継続に影響することはない 
（ ）認知症によるコミュニケーション障害は社会生活の継続に影響しない 
（ ）中核症状は、認知症になると必ず表出する  （ ）ＢＰＳＤは、認知症になると必ず表出する 
（ ）運動器に問題がないにも関わらず、正しい行為（行動）が行えないことを「失行」という 
（ ）感覚器に問題があって、情報が正しく理解できないことを「失認」という  
（ ）徘徊とは、目的（理由）なく歩き回ることで、認知症の人の姿を表現するには不適切といわれている 

問２ ＢＰＳＤはなぜ、表出するのでしょうか？次の語句を用いて説明してください。①から出題 
    ①中核症状 ②二次的 ③心理 ④性格 ⑤環境  

（                                               ） 

問３ ＢＰＳＤに対し、介護場面で起きやすい悪循環を次の語句を用いて説明してください。①から出題 
   ①認知症の人 ②介護者 ③不適切ケア ④ストレス 

（                                               ） 
問４ 認知症の状態にある人の心理ニーズとその説明で、適切な組み合わせを選んでください。①から出題 

①くつろぎ           Ａ 何かに従事したい・役割を持ちたい                 
②自分らしさ          Ｂ 仲間や集団の中に属したい             
③結びつき           Ｃ ストレスが少ない・不安を鎮めてもらいたい      

④携わること          Ｄ 大切な人との絆、つながりを保ちたい        

⑤共にあること         Ｅ 自分が自分であることを保ちたい・邪魔されたくない  
問５ 薬物療法において、ＢＰＳＤに対する処方を行う際の大切な視点（考え方）は何でしょうか？①から出題 

（                                               ） 

問６ 非薬物療法の目的及び留意すべき点は何でしょうか？①から出題 
目 的：（                                           ） 
留意点：（                                           ） 

問７ ＢＰＳＤ軽減に向けてのアセスメントでは、どのような情報収集が必要でしょうか？②から出題 
（                                               ） 

問８ ＢＰＳＤの原因を探る為の５項目をあげてください。②から出題 
（                                               ） 

問９ ＢＰＳＤが表出した場合のケアは２つの方法（視点）を持って実践します。それぞれのケアを説明してくだ

さい。②から出題 
（                                               ） 

問 10 ＢＰＳＤ軽減の為にケアの視点として、次にあげる項目について答えてください。③から出題 
①環境調整の例をあげてください。（                               ）  
②自信回復の為にはどのような支援が必要ですか？（                        ） 
③作られた要介護状態からの脱却にはどのような関わりが必要ですか？（               ）   
④基本的なコミュニケーションの視点を 2 例あげてください。（                   ） 

問 11 認知症ケアの基本で最も大切な考え方はどのようなことですか？④から出題 
（                                                                                           ） 

  研修の感想 
     



参考資料１０ 

気付きシート１ 

 

※指導方法を学んでの気づき（ティーチングとコーチング） 

 

・指導方法について学んだ記憶はあったが、覚えていなかった。実践出来ておらず、自身の

スキルとして身についていなかったと思った。 

 

※今後どのような指導を行っていきたいか 

 

・リーダーとしてユニットが目指す明確なビジョンの提示。 

 

・目的達成のために現状の課題を整理しはっきりとさせ、他職員の力を引き出しながら解決

させていきたい。 

 

・他職員の力を引き出していく指導。 

 

・長所を伸ばす指導を意識する。 

 

 

 

※リーダー養成の勉強をしてみての気づき 

 

・自分と相手とでは抱くイメージが違う事を知り、コミュニケーション（指導）をとる上で 

相手に伝わったかどうか、意思疎通はできたのかは今後確認を行っていきたい。（フォロ

ーや上手くいったか。どうだったかなど） 

 

・リーダーとして他の職員との信頼関係を築いていく事はこれからも意識し続け、話を聴き

考えに共感をしていく。 

 



参考資料１１ 

気付きシート２ 

 

※BPSD を学んでの気づき 

 

・認知症ケアについて再度学びなおす事が出来た。 

 

・BPSD の表出においてこれまで対処的なケアが多くなっており、BPSD を引き出している

原因や原因に対するアプローチが少なかったと気づいた。 

 

・私たち介護職員の不適切なケアによる BPSD の表出が少なからず現場においてあると思

われる。今後観察を行いながら表出原因の分析に重きを置いていきたい。 

 

 

 

 

 

 

※勉強会を行ってみての気づき 

 

・伝える難しさを実感した。どのように話したら理解していただけるのか考えながら話すと

余計に何を話しているのか分からなくなった。 

 

・自身とユニットスタッフも含めて、再度認知症ケアについて考え直すきっかけとなった。 

 

・知識として身についているが、行動として実践に移せていないというスタッフが多く、今

後の課題としてはどうやったら出来るようになるのかをユニットスタッフと考えていく

必要があると思う。 



参考資料１２ 

気付きシート３ 

 

※活動を実施してみての気づき 

 

・今回、対象として利用者に対して、パーソンセンタードケアを意識した取り組みの実施を

行った。生活歴より趣味としていた活動を取り入れることで普段とは違う活動に取り組

む姿勢や表情の発見、気づきに繋げる事が出来た。 

 

・普段のその場しのぎの活動提供から利用者のその人らしさと向き合い、個別的に活動提供

を行っていく必要があり、その結果一人ひとりの利用者、その人個人を支えていく介護に

繋がっていくのではと考えさせられた。 

 

 

 

 

 

 

 

※事例検討会を行ってみての気づき 

 

・私たち指導者側が単に知識を相手に伝えるのではなく、事例を用いて相手の考えを引き出

して課題に向き合っていくという点においては、自身と相手の成長にも繋がると感じた。 

 

 

・それぞれで視点や考え方が異なり、相手を認めながらもまとめていく力も必要になってく

ると思われる。 



参考資料１３ 

 

事例 

 

特別養護老人ホームに住むアルツハイマー型認知症の N さんは、短期記憶障害があり、

３分前の事も忘れてしまう。ある日、介護職員の K さんは、食事介助を終え、N さんが薬

を飲んだ後に歯磨きを介助し、食事の終わっていない利用者の近くに座ってもらった。する

と N さんは K さんに「薬を頂戴」と話しかけてきた。 

 

 

※介護職員 K さんの知識や行動からみる原因 

 

・K さん自身の短期記憶に対する知識不足 

・一人では難しいと判断し、介助を行い利用者の近くで落ち着いてもらおうとした行動が N

さんからすると不安をもたせる事になったと思う。 

・N さんに対しての理解が十分でなかった。 

・食後の対応が統一出来ていない。 

 

 

 

※N さん自身の認知症の症状や心理状態からみる原因 

 

・食べている人の近くに行ったことで、自分も食べていない、薬を飲んでいないと思い混乱

してしまった。 

・自分の席に座っていない事で不安になった。 

・周りの方が食事をしていたり、薬を飲んでいることで自分もと思ってしまった。 



参考資料１４ 

気付きシート４ 

 

※ケアミーティングを行ってみての気づき 

 

・参加者に問いかけ、それぞれの考えを引き出すことを意識する。 

 

・議題の解決に向け参加者の考えや意見を聴くことは出来たが普段より時間がかかってし

まった。今後、どのように行っていくかは検討していく必要があると思う。 

 

・一つひつの考えをまとめていく力を身につけていく事で、明確な目的を他職員に提示する

ことが出来れば職場環境としてもより良いものになるのではと考えることが出来た。 

 

 

 

 

 

※お茶会を行ってみての気づき 

 

・実習期間中に数回にわたって実施を行う。導入段階で認知症利用者にとって、活動に取り

組むうえでの適切な環境についてコーチングを受けながらではあったが、考える事が出

来た。 

 

・利用者の生活歴を汲み取った活動の提供を行う事で普段みられない様子や表情が確認さ

れ、その利用者らしい生活を送っていく事が本来の認知症ケアへの取り組み方だと今回

の活動を通して考えるきっかけとなった。 

 

・お茶会をしたあとに利用者同士でお茶についての会話も見られていた。 


